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業績予想（個別及び連結）及び配当予想の修正に関するお知らせ 

   
子会社フォーバルクリエーティブ株式譲渡による特別利益の発生及び直近の状況を踏まえて

平成 19年 11月 9日に公表いたしました業績予想（個別、連結）及び平成 19年 5月 18日に公
表しました配当予想をそれぞれ下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
１．平成 20年 3月期通期業績予想の修正 

（１）通期個別業績予想の修正（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 
 売上高 営業利益 経常利益   当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） １４，０００ △１５０ １００ ０ 

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） １２，７００ △６５０ △４００ ０ 

増  減  額  （Ｂ－Ａ） △１，３００ △５００ △５００ ０ 

増  減  率   （％） △９．３ － － － 

（参考）前期（平成 19年３月）実績 １３，０５７ △１，４２５ △１，０８５ △１，００４ 

（２）通期連結業績予想の修正（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 
 売上高 営業利益 経常利益   当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ３５，０００ △３００ △６００ △８００ 

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） ３３，０００ △１，０００ △１，２５０ △６００ 

増  減  額  （Ｂ－Ａ） △２，０００ △７００ △６５０ ２００ 

増  減  率   （％） △５．７ － － － 

（参考）前期（平成 19年３月）実績 ２６，２１６ △１，９１８ △２，０１０ △１，３８７ 

 
（３）業績予想修正の理由について 

 ①個別 

売上高につきましては 10～11月に順調であった機器関連等に対し不調であった通信

ネットワーク関連事業（回線系）の販売に注力した結果、通信ネットワーク関連事業の

売上高は回復しましたが、機器関連等の売上高が予想に対し減少し、電話機等の機器関

連の売上高が予想に対し５億減少し、Ｗｅｂ関連、セキュリティ関連商品は予想した伸

びに対して８億程度下回る見通しで、売上高は予想 140億に対し 127億に修正いたしま



す。これにより売上総利益が減少し販管費の削減効果はあるものの営業損失は 650百万

円、経常損失は 400百万円となる見通しです。当期純利益に関しては子会社フォーバル

クリエーティブの売却による特別利益88百万円の他に資産等の売却を検討しており従来

予想と変更ありません。 

      
②連結 

売上高につきまして、会社別ではフォーバルの売上高が前述のとおり 13億減少する見

通しで、子会社フォーバルテレコムにおいては現在注力している「新通信サービス」は

順調に推移したもののそれ以上に従来型の「旧音声サービス」が減少したため予想に対

し連結売上高が７億減少する見通しです。これにより売上高は予想 350億に対し 330億

と 20億減少する見通しです。この売上減少によりフォーバルにおいては 5億、フォーバ

ルテレコム連結においては１億90百万円の営業利益が減少する見通しで連結営業損失は

10億円、連結経常損失は 12億 5千万円となり、当期連結純損失は連結経常損失に対し

て特別利益等の計上により 6億円となる見通しです。 

 
２．平成 20年 3月期期末配当予想の修正 

 中  間  期 期  末 年  間 

前回予想（Ａ） － ２０．０円 ２０．０円 

今回修正（Ｂ） － １２．５円 １２．５円 

増減額（Ｂ－Ａ） － △７．５円 △７．５円 

前期実績 － ２０．０円 ２０．０円 

 
修正の理由について 

上記のとおり平成２０年３月期の業績は、営業利益、経常利益ともに予想から悪化し営業キャッシ

ュフローも悪化する見通しです。このような状況や当社の財務状況を踏まえ、誠に遺憾ではございま

すが修正させていただきます。 

 
尚、本日子会社フォーバルテレコムが「平成 20年 3月期通期（連結・個別）業績予想の修正及び配

当金予想の修正に関するお知らせ」を発表しており今回の修正はその内容を折り込んでおります。 

 
以   上  


